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 小規模校の本校はクラス替えがないため、同学年の同じ仲間と過ご

す時間が多くなります。人間関係形成力やコミュニケーション力、協

調性や思いやり等の非認知能力を磨くためには、もっと色々な人と関

わり、交流することが大切になります。そこで、意図的に異学年交流の場を設定して、非認知能

力を育てる取組を行っています。１学期は全学年（縦割り班）での掃除や遊び、集会、複数学年

での合同体育やクラブ活動等を行いました。また、通学班での登下校

も大切な異学年交流の場となっています。上学年の児童は下学年の児

童を気遣い優しく接し、下学年の児童は先輩を敬い素直に話を聞くと

いう場面がよく見られます。学校での関わり合いが非認知能力の向上

につながるように取組をすすめていきます。 

 

 

 

 蝉が鳴き始め、今年は予想以上に早く梅雨が明けました。まもな

く１学期も終わります。授業や休み時間、行事等、１学期の様々な

活動を通して「できること」が増え、成長した子ども達。「新しい漢

字を覚えた」「九九を覚えた」「字がきれいに書けるようになった」「友達がふえた」等、進化し

た部分や度合いは当然違いますが、子ども達は確実に成長しています。小さな成長を認め、ほめ

ることで子ども達は自らの成長を実感し、自信や自己肯定感を高めていきます。 

 もうすぐ４０日間の夏休みを迎えます。子ども達には担任から１学期の頑張りや今後の課題な

どとともに、夏休みのくらし方や学習などについてきめ細かく指導を行います。決められた時間

割のない夏休みだからこそ、子ども達一人ひとりが、自分の責任で時間を計画的に使い、オリジ

ナルの目標に向かって、自分のやりたいことに取り組み、やり切った達成感を味わってほしいと

願っています。 

 

 

 

 ７月８日（金）に令和４年度の地区懇談

会が開かれました。新型コロナウイルス感

染予防として、ランチルームや各教室に分か

れ、全体会も Meet で行いました。懇談会では、子ども達の学校での様

子や夏休みの行事や留意事項、通学路の危険箇所等の共通理解を図りました。お忙しい中、多数

ご参加いただきありがとうございました。 



 

 

７月７日（木）は七夕でした。以前はたくさんの小学校で七夕集会を

していましたが、最近はあまり聞かなくなったような気がします。勝田

小では、１、２年生となかよし学級が短冊に願いを書き、願いが叶うよ

う笹に結んで廊下に飾りました。「宇宙飛行士になれますように。」「字がきれいになりますよう

に。」という自分のための願い事もありましたが、「家族がいつもがんばれますように。」「家族と

なかよくくらせますように。」という家族のための願い事もありました。願いが叶いますように。 

 

 

 

 どんな職業でも、プロとして自

分を磨くために学び続けなけれ

ばいけません。勝田小学校では、

今年度も教職員が他校の先生や

外部講師（大学の先生、指導主事、

指導教諭等）に授業を公開し、そ

の後の研究協議の中で、たくさん

の助言をいただき、授業改善に生

かしていきます。 

 

 

 ７月１２日（火）勝田小と勝田東小の５、６年生

が、勝田小プールで２小水泳記録会（合同体育）を

行いました。程よい天候にも恵まれ、自由形や平泳

ぎで自分の記録更新を目指しました。感染症対策で

以前のように大きな声で一斉に応援することはでき

ませんでしたが、拍手で健闘を称え合いました。 

 

 

 

 

 

 

期日 ７月２９日（金） 

時間 １９:００～２０:３０ 

場所 かつた市民センター アリーナ 

演題 非認知能力「レンズ」で“いいところ”みっけ 

講師 津山教育事務所 指導主事 

小野 哲哉 先生 

１５の春 ＰＴＡ合同夏季研修会 


